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豊
田
公
民
館
は
１
月
５
日(

火)

、
豊
田

文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
素
敵
に
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」
（
全
３
回
）
を
開
催
し
、
毎
回
約
20

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
斉
藤
義
人
先
生
を
迎
え
、
日
常
生
活
で

無
意
識
に
行
な
っ
て
い
る
「
歩
く
」
こ
と

に
目
を
向
け
、
健
康
、
美
容
に
影
響
を
及

ぼ
す
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
実
技
を
中
心
に
、
実
生
活
で

の
美
し
い
仕
草
や
身
の
こ
な
し
方
ま
で
幅

広
く
学
び
ま
し
た
。
会
場
は
斉
藤
先
生
の

ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
話
に
、
参
加
者
の
笑
い

声
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

講
座
が
終
わ
る
春
先
に
、
素
敵
に
歩
く

人
を
見
か
け
た
ら
、
も
し
か
し
た
ら
講
座

を
受
講
さ
れ
た
方
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

あおぞら
　
　
　

「
楽
」　

　

日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会

が
京
都
の
清
水
寺
で
発
表
し

た
２
０
０
９
年
の
世
相
を
表

す
漢
字
は
、
ご
存
知
「
新
」

で
し
た
。

　

こ
れ
は
、
新
政
権
発
足
、
イ
チ
ロ

ー
の
新
記
録
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
２
０
１
０
年
の
漢
字

一
文
字
を
私
の
主
観
で
勝
手
に
決
め

ま
し
た
。
そ
れ
が
「
楽
」
で
す
。

　

去
年
一
年
間
を
振
り
返
る
と
、
不

況
の
あ
お
り
で
多
く
の
人
が
苦
し
ん

だ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
の
場
合
、
職
場
の
解
雇
こ
そ
免

れ
た
も
の
の
、
収
入
は
大
幅
に
ダ
ウ

ン
。
一
方
で
子
育
て
全
般
に
わ
た
り

経
費
は
増
加
。
い
っ
た
い
ど
う
す
ん

の
…
。
私
の
小
遣
い
は
当
然
減
額
。

子
ど
も
の
習
い
事
も
ひ
と
つ
や
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
毎
年
恒
例
の

家
族
旅
行
も
取
り
や
め
。
究
極
は
、

ま
だ
サ
ン
タ
さ
ん
を
信
じ
る
子
ど
も

の
期
待
は
ず
れ
な
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
対
す
る
ぼ
や
き
。

　

今
年
こ
そ
は
、
楽
し
い
一
年
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
な
っ
て
ほ
し

い
！
そ
ん
な
期
待
を
込
め
て
「
楽
」

に
一
票
で
す
。　
　
　

（
ｔ
ｏ
～
）

１ 文化なかの /10.2

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座

素 敵 に 歩 こ う

～きれいなウォーキング指導を受ける受講生～

公
民
館
へ
行
っ
て
み
よ
う
！

 

サ
ー
ク
ル
紹
介



３ 文化なかの /10.2

特 集
　

毎
日
の
食
卓
に
私
の
作
っ
た
器
が
並

ぶ
。
姿
形
は
悪
い
け
れ
ど
煮
物
が
入
っ

た
り
、
漬
け
物
が
入
っ
た
り
、
一
応
器

と
し
て
の
役
目
は
果
た
し
て
い
る
。

　

ど
の
器
も
私
に
と
っ
て
は
愛
着
が
あ

り
、
自
分
で
作
っ
た
物
だ
と
思
う
と
、

例
え
肉
厚
で
重
い
も
の
で
も
、
釉ゆ
う
や
く薬
が

斑ま
だ
ら

模も
　
よ
う様
に
着
い
て
い
て
も
、
心
の
中

で
ほ
く
そ
笑
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
器
は
陶
友
会
で
作
っ
て
い
ま
す
。

平
成
９
年
、
男
の
焼
き
物
教
室
の
受
講

者
を
中
心
に｢

陶
友
会｣

と
し
て
発
足

し
、
公
民
館
利
用
団
体
の
一
員
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

当
時
の
メ
ン
バ
ー
と
は
大
分
入
れ
替

り
ま
し
た
が
、
現
在
８
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
今
年
、
休
会
中
の
人
達
の
復

活
が
あ
れ
ば
ま
た
賑
や
か
に
活
動
が
で

き
ま
す
。

　

毎
週
木
曜
日
の
活
動
日
に
は
、
色
々

な
話
を
し
な
が
ら
楽
し
く
制
作
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　

作
品
の
発
表
は
年
２
回
、
中
野

市
民
作
品
展
と
公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
水
彩
画
を

得
意
と
す
る
人
も
い
て
、
公
民
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
空
白
の
壁
面
を
飾

っ
て
貰
い
、
展
示
会
を
引
き
立
て

て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
世
界
に
一
つ
し
か
無

い
自
分
の
器
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
ご
加
入
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
板
井　

赳
彦
）

　

毎
年
、
文
化
祭
に
ホ
ワ
イ
エ
を
賑
わ

せ
、
来
館
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
数
々

の
力
作
。

　

こ
の
絵
画
を
展
示
し
て
い
る
の
は
、

「
豊
画
会
」
。
平
成
10
年
に
豊
田
公
民

館
の
「
絵
画
教
室
」
を
受
講
し
た
有
志

で
発
足
し
た
会
で
す
。
講
師
は
上
今
井

在
住
の
鈴
木
武
樹
先
生
で
、
油
彩
を
中

心
に
豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー
で
第
一
、
三
、

四
木
曜
日
夜
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
各

個
人
の
個
性
を
伸
ば
す
指
導
力
で
、
会

員
は
被
写
体
の
捉
え
方
、
空
間
の
表
し

方
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
先
生
は
最
近
、

写
真
や
自
分
で
描
い
た
絵
を
パ
ソ
コ
ン

で
取
り
込
み
、
様
々
な
加
工
を
し
た
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ク
ス
の
講
習
会

も
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
は
現
在
８
名
で
、
仲
の
良
い
気

さ
く
な
楽
し
い
グ
ル
ー
プ
で
す
。
皆
、

素
人
か
ら
始
め
、
最
初
は
静
物
画
の

簡
単
な
構
図
か
ら
だ
ん
だ
ん
と

複
雑
な
構
成
に
高
め
、
被
写
体

の
本
質
を
表
現
し
て
い
き
ま
す
。

一
つ
の
作
品
に
は
何
十
時
間
も

費
や
し
、
作
者
の
情
熱
、
感
情
、

想
い
が
吹
き
込
ま
れ
ま
す
。

　

年
々
、
各
自
が
努
力
を
重
ね

メ
キ
メ
キ
と
実
力
を
つ
け
、
礰

珉
展
、
北
信
美
術
展
、
長
野
県

美
術
展
、
一
陽
会
展
に
出
展
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
随
時
、
新
規
会
員
の
募

集
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
Ｋ
）

陶と
う  

友ゆ
う  

会か
い 

～
中
央
公
民
館
～

豊ほ
う

　
画が

　
会か

い 

～
豊
田
公
民
館
～

公民館へ行ってみ

毎年、文化祭で作品を展示

毎週木曜日、楽しく制作に励んでいます！



２

　

設
立
し
て
か
ら
10
年
位
経
ち
ま
す

が
、
当
時
通
っ
て
い
た
道
場
の
先
生
に

勧
め
ら
れ
、
仲
間
と
二
人
で
自
分
達
の

練
習
場
所
に
と
利
用
さ
せ
て
頂
い
た
の

が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

た
っ
た
２
人
で
始
め
た
『
練
習
場

所
』
が
、
徐
々
に
人
数
も
増
え
『
道

場
』
に
変
わ
り
、
現
在
で
は
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
20
人
程
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
達
の
道
場
の
特
徴
は
、
何
と
い
っ

て
も
幅
広
い
年
齢
層
で
す
。
下
は
幼
稚

園
児
か
ら
上
は
壮
年
ま
で
、
職
業
も

様
々
で
す
が
、
そ
の
中
で
同
じ
時
間
、

同
じ
目
的
を
持
ち
、
共
に
汗
を
流
す
と

い
う
こ
と
が
と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　

単
に
空
手
と
言
い
ま
し
て
も
、
流
派

は
様
々
で
、
試
合
等
の
ル
ー
ル
も
流
派

ご
と
に
違
い
ま
す
。

　

私
達
の
空
手
は
日
本
空
手
協
会
中
野

支
部
に
所
属
し
、
市
内
６
つ
の
道
場
の

１
つ
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
に
は
礼
儀
を
教
え
、
女
性

の
方
に
は
護
身
術
と
し
て
も
活
用
さ

れ
、
更
に
若
い
人
達
の
体
力
づ
く
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
も

活
用
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
気
軽
に
見
学
に
い

ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
篠
原　

実
）

　

私
た
ち
、
着
物
着
装
サ
ー
ク
ル

十
二
志
会
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

着
物
は
日
本
の
代
表
的
な
民
族

衣
装
で
す
。
日
本
の
歴
史
の
な
か

で
、
着
物
文
化
は
私
達
と
切
り
離

す
事
が
で
き
ま
せ
ん
。
日
本
の
民

族
衣
装
で
あ
る
着
物
で
す
が
、
洋

服
の
一
般
化
に
よ
っ
て
着
用
す
る

機
会
が
減
少
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
最
近
で
は
ア
ン
テ
ィ
ー
ク

着
物
や
和
柄
の
流
行
で
、
若
い
世

代
に
も
人
気
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
顧
問
の
鈴
木
ひ
で

先
生
を
筆
頭
に
、
着
装
の
知
識
や

技
術
の
向
上
を
図
る
た
め
必
要
な

研
修
や
講
習
会
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
、
昭
和
55
年
12
月
に
山
野

流
着
装
奧
伝
講
師
十
二
志
会
を
発
足

し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
会
員
は

現
在
85
名
、
西
部
公
民
館
で
技
術
や
知

識
の
向
上
を
図
る
た
め
学
習
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

着
付
け
発
表
会
は
、
地
区
コ
ン
テ
ス

ト
の
他
に
全
国
大
会
が
あ
り
、
参
加
に

向
け
て
技
術
や
必
要
な
研
修
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

会
の
代
表
は
毎
年
度
の
役
員
が
務

め
、
代
表
者
を
中
心
に
会
を
運
営
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
新
た
な
着
物
文
化
に
昔

な
が
ら
の
伝
統
的
な
作
法
を
織
り
交

ぜ
、
今
後
も
日
本
の
美
し
い
着
物
文
化

が
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
願
い
、
会
の

紹
介
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
常
田　

い
つ
み
）

北
部
空
手
ク
ラ
ブ 

～
北
部
公
民
館
～

十じ
ゅ
う

二に

志し

会か
い 

～
西
部
公
民
館
～

サークル紹介

着付けの技術の向上を目指して学習しています

よう！

北部空手クラブのメンバー「気軽に見学にいらしてください」



グ
ル
ー
プ
紹
介

４

　

草
間
の
日ひ

　
よ
り
　
や
ま

和
山
神
社
の
秋
祭
に
は
、

「
鬼お

に
　
じ
　
し

獅
子
」
と
い
う
神
楽
が
奉
納
さ
れ

る
。
安
源
寺
八
幡
神
社
の
「
青
獅
子
」

と
と
も
に
、
貴
重
な
民
俗
芸
能
と
し
て
、

昭
和
47
年
に
中
野
市
無
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
。

　
「
鬼
獅
子
」
は
、
宵
祭
り
の
拝
殿
で
、

獅
子
舞
の
途
中
に
鬼
が
登
場
し
て
獅
子

と
争
う
と
い
う
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。

囃は
や

子し

に
は
笛
・
太
鼓
・
小こ

づ
つ
み鼓

の
ほ
か
に
、

歌
舞
伎
の
流
れ
を
く
ん
だ
太
棹
の
三
味

線
が
使
わ
れ
て
い
る
。
囃
子
に
三
味
線

が
は
い
る
の
は
珍
し
い
と
い
う
。
唄
は

江
戸
時
代
に
全
国
的
に
は
や
っ
た
「
潮い

た

来こ
　
ぶ
し節

」
が
唄
わ
れ
、
そ
こ
か
ら
潮
来
獅

子
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
潮
来
獅
子
と

よ
ば
れ
る
獅
子
舞
は
、
中
野
市
西
部
地

区
に
多
く
み
ら
れ
る
。

　

鬼
獅
子
の
場
合「
潮
来
甚じ

ん
　
く句（
音
頭
）」

で
囃
す
。

♪
揃
た
揃
た
よ
足
拍
子
手
拍
子

　

ア
ラ
ヨ
イ
ヨ
イ
サ
ー

　

秋
の
出
穂
よ
り
ヤ
レ
よ
く
揃
た

♪
潮
来
通
い
の
船
な
れ
ば

　

津
の
宮
河か

　
し岸

か
ら
帆
を
上
げ
て

　

潮
来
の
河
岸
ま
で

　

乗
り
込
め
乗
り
込
め

　

草
間
の
潮
来
獅
子
舞
（
鬼
獅
子
）
は
、

小
布
施
の
六
川
か
ら
教
わ
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
年
代
は
分
か
ら
な

い
が
、
草
間
区
に
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ

て
き
た
。
教
わ
っ
た
の
は
囃
子
の
潮
来

節
と
い
う
囃
子
が
主
ら
し
い
と
い
わ
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
鬼
が
登
場
す
る
こ
と
、

特
に
鬼
の
所し

ょ
　
さ作
は
、
他
に
例
を
み
な
い

草
間
独
特
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

舞
の
内
容
は
、
①
根
取
り
②
御ご

　
へ
い幣

立

て
③
鬼
獅
子
④
洗
い
の
順
に
て
い
ね
い

に
舞
わ
れ
る
。
鬼
は
面
を
つ
け
ず
に
、

素
肌
に
赤
や
青
の
絵
の
具
を
体
中
に
塗

り
た
く
り
、
頭
し
ゃ
ぐ
ま
・
腰こ

し
　
み
の蓑

を
着

け
、
素
足
で
手
に
棒
を
持
つ
。
怒
声
を

発
し
て
飛
び
上
が
っ
た
り
し
て
、
獅
子

に
立
ち
向
か
う
様
な
ど
は
、
す
ご
み
が

溢
れ
て
い
る
。
獅
子
の
舞
は
、
静
か
で

上
品
な
お
座
敷
風
の
も
の
で
あ
る
。

　
「
鬼
獅
子
」
は
草
間
区
内
の
四
組
が

年
番
で
舞
い
、
舞
や
囃
子
は
区
の
先
輩

か
ら
引
き
継
い
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

当
日
は
よ
そ
か
ら
も
見
物
客
が
大
勢
み

え
る
。　
　
　
　
　

  　
（
阿
部
敏
明
）

　

中
野
市
の
西
の
玄
関
口
と
言
わ
れ
る

高
丘
地
区
、
そ
の
中
の
草
間
区
は
非
常

に
面
積
が
広
く
、
か
つ
て
農
家
の
平
均

耕
作
面
積
が
中
野
市
一
番
を
誇
っ
て
お

り
ま
し
た
。

　

工
場
団
地
の
造
成
や
高
丘
小
学
校
周

辺
の
宅
地
開
発
や
ら
で
、
ど
ん
ど
ん
農

地
転
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

公
民
館
活
動
は
、
保
育
園
親
の
会
を

始
め
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
老
人
ク
連

合
会
草
間
支
部
、
草
間
鬼
獅
子
保
存
会

等
々
、
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
と
連
携
を

密
に
し
て
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
取
り
組
み
ま
し
た
「
も
の

づ
く
り
」
は
、
親
子
で
楽
し
め
る
楽
し

い
事
業
と
し
て
好
評
を
得
て
お
り
、
末

永
く
続
け
て
行
け
れ
ば
い
い
な
ぁ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
、
恒
例
行
事
の

「
ど
ん
ど
焼
き
」
、
お
宮
境
内
で

の
「
豆
ま
き
」
と
楽
し
み
な
事
業

が
続
き
ま
す
が
、
よ
り
多
く
の
区

民
が
参
加
し
て
下
さ
い
ま
す
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。

　

新
区
民
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、

老
若
男
女
を
問
わ
ず
「
交
流
」
を

機
軸
に
据
え
、
草
間
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
に

は
公
民
館
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
が
大
き

い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
分
館
長　

清
水
富
雄
）

草 間 分 館

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館

ふ
る
さ
と
の
歴
史

日
和
山
神
社
の「
鬼
獅
子
」

　

正
月
の
伝
統
行
事
、

も
の
づ
く
り
が
１
月
中

旬
、
市
内
各
地
区
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

も
の
づ
く
り
は
、
米

の
粉
で
練
っ
た
団
子
を

農
作
物
に
か
た
ど
り
、

菓
子
で
作
っ
た
大
判
小

判
や
縁
起
物
と
一
緒
に

ミ
ズ
キ
の
枝
な
ど
に
飾

り
付
け
、
そ
の
年
の
豊

作
を
願
う
行
事
で
す
。

　

東
江
部
地
区
で
は
９

日
、
東
江
部
研
修
セ
ン

タ
ー
で
行
い
、
約
60
名

が
参
加
。
子
ど
も
た
ち

は
、
講
師
の
指
導
で
色

と
り
ど
り
の
団
子
づ
く

り
に
挑
戦
。
中
に
は
寿

司
を
模
し
た
り
す
る
子

も
い
て
、
発
想
の
豊
か

さ
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

草
間
分
館
も
９
日
、

草
間
公
会
堂
を
会
場
に

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
60
人
が
参
加
。
高

齢
者
で
つ
く
る
草
寿
会

の
指
導
で
、
も
の
づ
く

り
を
行
い
、
盛
会
で
し

た
。

　

こ
れ
か

ら
も
、
地

域
に
伝
わ

る
伝
統
行

事
を
通
じ

て
、
世
代

を
超
え
た

交
流
が
深

ま
り
、
地

域
文
化
を

継
承
し
て

ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

世
代
間
の
交
流

「
も
の
づ
く
り
」

秋
の
高
梨
ま
つ
り

世代を超えて交流が深まった、ものづくり講座

講師の話を真剣に聞く子どもたち



５ 文化なかの /10.2

今月の伝言板
講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

中
央
公
民
館

講　座　名 日　時 場　所 講　師 備　　考

　

豊
田
公
民
館

カキラ＆ヨガ

・２/24
・３/３・10・17・24
　11:00～12：00
（全５回 毎回 水曜日)

豊田公民館
宮﨑　栄子
　　　 　先生

＜定員＞ 10 名
＜受講料＞無料
＜持ち物＞飲み物、汗拭きタオル、
　バスタオルかヨガマット
＜申込み＞２月 23 日 ( 火 ) まで

リズムで遊ぼう    3/8(月)
　10：30～12：00

豊田公民館
原　　 房 子
　　　 　先生

＜定員＞ 15 組
＜受講料＞無料
＜内容＞楽器を使ったリズム遊び
＜対象者＞２歳以上の未就学
児とその保護者

中野短歌会の 短　歌　展公民館ギャラリー

近代文学講座 トヨタ・スプリングコンサート
～いっしょに歌おう～

演　題　　美しき信州の源氏絵と源氏物語
講　師　　近代文学研究者
　　　　　堀井　正子　先生
日　時　　２月20日（土）13：30～15：30
場　所　　中央公民館　講堂
受講料　　無料　　　申込み　　不要

【どなたでもお気軽にご参加ください】

内　容　　オカリナ、ハーモニカ演奏、合唱
　　　　　など音楽を通して親子で触れ合い
　　　　　ましょう
講　師　　神田　加奈登　先生
日　時　　３月６日 ( 土 )13：30 ～ 15：00
場　所　　豊田文化センターホール
受講料　　無料　　　　申込み　　不要

中野市成人式のおしらせ
　平成元年４月２日～平成２年４月１日生まれの方が対象となります。
　なお、平成 22 年３月中に、中野市に住民登録している方を対象に案内状をお送りします。
　現在、市外・県外にお住まいの方で中野市成人式に出席を希望される方は、事前に中野市
中央公民館までご連絡下さい。

成人式実行委員会のメンバー「待ってます！」

期　日　５月４日(みどりの日)
時　間　午前９時３０分　受付
　　　　午前10時　　　開式
会　場　中 野 市 市 民 会 館



　　　公民館報『文化なかの』  特集：公民館へ行ってみよう！ サークル紹介

印
刷
　
高
錦
堂
印
刷
所

季節のコラム
　
聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー

　
西
暦
２
６
９
年
、
兵
士
の
自
由
結
婚
禁
止
に
反
対
し
た
バ
レ

ン
タ
イ
ン
司
教
が
、
時
の
ロ
ー
マ
皇
帝
の
迫
害
に
よ
り
処
刑
さ

れ
た
。
そ
れ
か
ら
、
こ
の
日
が
バ
レ
ン
タ
イ
ン
司
教
の
記
念
日

と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
行
事
に
加
え
ら
れ
、
恋
人
た
ち
の
愛
の

誓
い
の
日
と
な
っ
た
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、こ
の
日
を「
愛
の
日
」と
し
て
花
や
ケ
ー

キ
、
カ
ー
ド
等
を
贈
る
風
習
が
あ
る
。

　

女
性
が
男
性
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
贈
る
習
慣
は
日
本
独
自

の
も
の
で
、
１
９
５
８
年
（
昭
和
33
年
）
に
メ
リ
ー
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
カ
ム
パ
ニ
ー
が
行
っ
た
新
宿
・
伊
勢
丹
で
の
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
セ
ー
ル
が
始
ま
り
で
あ
る
。
１
年
目
は
３
日
間
で
３
枚
、

１
７
０
円
し
か
売
れ
な
か
っ
た
が
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
年
間
消

費
量
の
４
分
の
１
が
こ
の
日
に
消
費
さ
れ
る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

の
国
民
的
行
事
と
な
っ
た
。

　
当
初
は
、
女
性
が
男
性
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
贈
る
と
同
時
に

愛
の
告
白
と
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
は
、
義
理
チ
ョ
コ
な
る
も

の
が
登
場
し
、
た
だ
の
友
人
な
ど
の
恋
愛
感
情
を
伴
わ
な
い
相

手
に
も
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
贈
る
習
慣
が
定
着
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
３
月
14
日
に
は
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
と
し
て
男
性
か
ら

女
性
へ
お
返
し
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
す
る
習
慣
が
生
ま
れ
た
。

冬の貴婦人／一本木公園（小林）

冬に咲く／新保（Ｅ）

花と季節の写真
募　  集

　

文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
中
野
市

内
の
花
や
季
節
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
未

発
表
写
真
に
限
り
ま
す
・
四
ッ
切
り
ま
で（
ワ

イ
ド
サ
イ
ズ
も
可
）
の
プ
リ
ン
ト
、
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
（
未
加
工
の
も
の
）。

　

氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影

場
所
、花
の
名
前
等
を
書
き
送
っ
て
下
さ
い
。

匿
名
希
望
や
ペ
ン
ネ
ー
ム
掲
載
は
そ
の
旨
を

お
伝
え
下
さ
い
。
随
時
募
集
し
ま
す
。

〠
３
８
３
―
０
０
２
５

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
番
27
号

中 

央 

公 

民 

館

☎
２
２
・
２
６
９
１

Ｅ
メ
ー
ル c-kom

inkan@city.nakano.
nagano.jp

宛　先

どんど焼き／一本木（月岡尚雄）

霧華満開／市内（厚）


